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米
に
つ
い
て
は
、
市
場

開
拓
と
省
コ
ス
ト
推
進
を

目
的
と
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
等
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問�

　
米
価
下
落
の
中
、
肥
料

や
燃
料
、畜
産
の
飼
料
等
、

資
材
高
騰
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
持
続
可
能
な
経

営
に
向
け
た
支
援
を
す
べ

き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

支
援
策
と
し
て
、
飼
料

用
牧
草
の
生
産
に
10
ア
ー

ル
当
た
り
１
，０
０
０
円
、

有
機
栽
培
等
肥
料
の
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
土
壌
・
堆

肥
成
分
診
断
な
ど
の
費
用

に
対
し
、
新
規
に
10
ア
ー

ル
当
た
り
７
万
円
、
耕
作

放
棄
地
活
用
に
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
３
万
円
を
加
算

す
る
。

問�

　
令
和
３
年
度
の
転
作
実

績
と
転
作
牧
草
の
実
態
及

び
改
正
に
よ
る
水
田
活
用

交
付
金
の
影
響
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
３
年
度
は
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
の
た
め
の

飼
料
用
米
中
心
に
作
付
け

転
換
を
図
り
、
そ
の
交
付

対
象
面
積
は
令
和
２
年
度

比
１
２
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

の
１
０
５
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
経
営
所
得
安
定
対
策

等
交
付
金
は
前
年
度
比
１

憶
６
５
０
０
万
円
増
の
６

億
３
２
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
牧
草
を
含
む
飼
料
作

物
の
交
付
対
象
面
積
は
、

令
和
２
年
度
比
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
増
の
５
８
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
交
付
額
は
２
億
４

千
万
円
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
は
交
付
単

価
見
直
し
に
伴
い
、
相
応

の
減
が
予
想
さ
れ
る
。
草

地
利
用
を
引
き
続
き
行
う

場
合
は
、
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
農

地
集
積
化
と
合
わ
せ
、
地

域
内
飼
料
生
産
体
制
の
構

築
と
安
定
し
た
供
給
先
確

保
で
飼
料
生
産
の
継
続
に

つ
な
げ
た
い
。

市
長	

農
家
の
コ
ス
ト
削
減
に
新
た
な
支
援
策
を

多田　勉 議員

市
が
直
面
す
る
課
題
の

　
　
　
　

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
問
う

一問一答方式

問�

　
今
こ
そ
公
共
牧
場
の
積

極
的
活
用
を
促
し
て
、
牧

野
使
用
料
の
軽
減
や
粗
飼

料
供
給
事
業
で
は
粗
飼
料

単
価
の
引
き
下
げ
を
す
る

な
ど
、
農
家
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
支
援
を
す
べ

き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
外
へ
の
放
牧
が
１
０

０
頭
ほ
ど
あ
る
と
い
う
の

は
大
き
な
問
題
だ
。
遠
野

市
よ
り
も
高
い
放
牧
料
で

は
あ
る
が
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
が
違
う
の
で
、
そ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

最
終
的
に
粗
飼
料
単
価

や
放
牧
料
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
判
断
し
て
い
く
。

問�

　
林
業
の
経
営
活
動
が
遠

野
の
山
村
振
興
を
牽
引
す

る
。
こ
れ
か
ら
の
林
業
に

関
す
る
事
業
展
開
は
。

答
（
市
長
）�

　

伐
採
後
の
再
造
林
は
３

割
で
あ
る
と
と
も
に
適
正

伐
期
に
遅
れ
が
あ
る
。

　

バ
イ
オ
発
電
事
業
な
ど

が
出
て
き
て
お
り
、
合
理

的
な
森
林
経
営
を
し
な
が

ら
山
主
に
収
入
を
も
た
ら

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
で
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
組
み
立

て
て
い
く
。

問�

　
こ
れ
ま
で
の
市
内
高
校

２
校
存
続
活
動
の
取
り
組

み
へ
の
評
価
や
認
識
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

県
立
高
校
再
編
計
画
・

後
期
計
画
（
令
和
３
年
度

～
７
年
度
）
期
間
内
の
統

合
は
回
避
さ
れ
、
２
校
存

続
が
決
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
市
民
や
関
係
団

体
・
行
政
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た

成
果
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問�

　
前
教
育
長
は
中
部
教
育

事
務
所
長
の
職
を
辞
し
、

ふ
る
さ
と
遠
野
市
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
と
堅
実
な

手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い

た
。１
期
３
年
の
退
任
は
、

送
り
出
し
た
側
の
岩
手
県

教
育
委
員
会
と
の
信
頼
関

係
や
、
心
証
を
悪
く
し
た

の
で
は
と
の
懸
念
を
抱
く

が
、
県
教
委
と
の
関
係
の

弱
体
化
の
認
識
と
、
今
後

の
市
内
高
校
２
校
存
続
活

動
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

県
教
委
と
の
関
係
が
弱

体
化
し
て
い
る
と
認
識
は

し
て
い
な
い
。
現
在
、
学

校
教
育
課
長
と
指
導
主
事

２
名
の
３
名
の
県
の
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
両
校
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
支
援
し

な
が
ら
一
層
の
魅
力
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
・
協
力
を
し
て
い

き
た
い
。

問�

　
平
成
30
年
２
月
20
日
、

前
本
田
市
長
時
代
に
遠
野

市
と
、
遠
野
施
設
管
理
サ

ー
ビ
ス
・
遠
野
市
教
育
文

化
振
興
財
団
・
遠
野
み
ら

い
創
り
カ
レ
ッ
ジ
の
４
者

で
締
結
さ
れ
、
社
会
教
育

と
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
・
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
連
携
協
定
書
が
、

何
の
事
前
協
議
も
な
く
終

了
申
出
が
市
側
か
ら
一
方

的
に
本
年
３
月
末
に
発
出

さ
れ
て
い
る
経
緯
は
。

答
（
市
長
）�

　

担
当
課
か
ら
伺
い
が
あ

り
、
状
況
を
聞
い
て
そ
の

方
向
で
進
め
て
下
さ
い
と

指
示
を
し
た
。

　

成
果
は
あ
る
意
味
認
め

る
上
で
リ
セ
ッ
ト
し
て
、

市
民
に
本
当
の
理
念
に
基

づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
す
べ
き
と
い
う
判
断
で

の
結
論
で
あ
る
。

問�

　
協
定
終
了
申
出
書
発
出

の
翌
日
に
、
至
急
会
議
開

催
を
要
望
す
る
意
見
文
書

を
出
し
て
い
る
相
手
団
体

も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
４

者
の
会
議
を
開
催
し
た
の

か
。答

（
市
長
）�

　

４
月
１
日
の
時
点
で
の

話
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

時
期
は
少
し
経
っ
て
い

る
が
、
必
要
で
あ
れ
ば
開

催
し
て
い
く
。

市
長	

今
の
協
定
は
見
直
し

	

　
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
い
う
判
断

瀧本 孝一 議員
（遠野令和会）

４
者
連
携
協
定
書
の

　

一
方
的
終
了
申
出
は
な
ぜ

一問一答方式

県教委との関係や
　高校２校存続の取組は

教育長 	 一層の魅力化を図っていくことが重要

早急に地元や関係団体と協議の上、
活用方針の策定が必要な旧土淵中学校

令
和
２
年
８
月
発
行
の｢

広
報

遠
野｣

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の

一
部

令和 4年度遠野市緑化祭「里山フェスタ2022」で植樹する参加者


